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触媒や電子デバイスなどに広く用いられる代表的な金属酸化物である二酸化チタンの表面は、モデル系として

盛んに研究されている。これまで、走査プローブ顕微鏡を用いて、その表面物性の研究を進めてきたが、近年発

展したデータ解析技術を走査プローブ顕微鏡のデータと融合させることで、これまで不明だった物性の解明が可

能になった。本発表ではその具体的な事例を紹介する。また、現在進めている、革新型蓄電池の電極／電解質

界面における反応機構の走査プローブ顕微鏡を用いたその場解析についても紹介する。 
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